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青
木
　
合
併
し
て
１
年
、
市

民
か
ら
「
合
併
し
て
よ
か
っ

た
」
と
い
う
声
は
ほ
と
ん
ど

聞
か
れ
な
い
が
、
市
民
に
対

し
て
、「
い
つ
」「
ど
の
よ
う

に
し
て
」
説
明
責
任
を
果
た

さ
れ
る
の
か
。 

市
長
　
市
民
座
談
会
を
６
月

定
例
会
以
降
に
開
催
し
て
、

合
志
市
の
実
情
を
説
明
し
て

い
き
ま
す
。 

青
木
　
市
の
財
政
は
い
つ
ま

で
も
つ
の
か
。
北
海
道
の
夕

張
市
が
財
政
赤
字
約
３
３
０

億
円
で
倒
産
し
た
。
市
の
負

債
も
17
年
度
で
約
３
０
３
億

円
。
予
算
に
使
え
る
基
金
（
貯

金
）
も
約
13
億
円
と
の
こ
と

で
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
ス
マ

ー
ト
蠢
Ｃ
設
置
事
業
、
電
鉄

の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
化
事
業
、
工
業
団

地
造
成
事
業
な
ど
大
き
な
事

業
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
財

政
は
本
当
に
大
丈
夫
か
。 

総
務
企
画
部
長
　
市
の
財
政

運
営
は
厳
し
い
状
況
に
あ
る

の
は
確
か
で
す
。
こ
の
ま
ま

で
は
基
金
は
底
を
つ
き
ま
す

の
で
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
、

基
本
構
想
と
連
動
し
た
事
務

事
業
の
見
直
し
、
基
本
計
画
・

実
施
計
画
と
整
合
性
の
取
れ

た
財
政
計
画
を
打
ち
立
て
て

ま
い
り
ま
す
。 

青
木
　
「
ふ
る
さ
と
創
生
基

金
」
が
あ
る
の
に
ど
う
し
て

中
学
生
の
海
外
研
修
は
中
止

に
な
っ
た
の
か
。 

教
育
委
員
会
事
務
局
長
　
両

町
と
も
10
数
年
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
が
、
現
在
の
財
政

状
況
等
か
ら
判
断
し
て
中
止

い
た
し
ま
し
た
。 

    

青
木
　
多
額
の
経
費
を
か
け

て
の
組
織
の
見
直
し
は
必
要

な
の
か
。 

総
務
企
画
部
長
　
分
庁
方
式

の
中
で
、
市
民
に
よ
り
分
か

り
や
す
い
組
織
を
目
指
し
ま

す
。
職
員
の
定
員
管
理
計
画

も
打
ち
出
し
て
お
り
、
限
ら

れ
た
人
員
で
事
務
事
業
が
ス

ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
、
職

員
の
連
携
を
図
り
、
住
民
サ

ー
ビ
ス
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。 

青木　伸一 議員 

光木　寿一郎 議員 

光
木
　
昨
年
の
一
人
暮
ら
し

の
孤
独
死
は
、
県
下
で
２
７

７
人
と
な
っ
て
い
る
。
一
人

に
な
る
と
、
運
動
も
せ
ず
、

食
欲
、
気
力
が
乏
し
く
な
り
、

家
に
こ
も
り
が
ち
に
な
る
。

老
人
会
、
民
生
委
員
等
の
活

動
と
精
神
的
援
助
が
行
わ
れ

て
い
る
か
。
孤
独
死
が
減
少

す
る
よ
う
方
策
に
つ
い
て
伺

う
。 

健
康
福
祉
部
長
　
17
年
の
国

勢
調
査
で
は
合
志
市
に
は
一

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
方
は
、

１
千
２
０
４
人
で
す
。
病
弱

な
高
齢
者
に
は
緊
急
通
報
装

置
を
設
置
し
て
い
ま
す
が
、

行
政
が
実
施
す
る
事
業
に
は

限
界
が
あ
り
ま
す
。 

　
老
人
会
に
よ
る
ヘ
ル
パ
ー

活
動
や
民
生
委
員
に
よ
る
定

期
訪
問
活
動
を
行
っ
て
お
り

ま
す
が
、
今
後
は
、
地
域
に

お
け
る
訪
問
活
動
が
対
策
と

し
て
必
要
で
す
。 

   

光
木
　
高
齢
者
の
実
態
を
伺

う
。 

　
高
齢
化
す
れ
ば
身
体
も
老

化
し
病
気
が
ち
と
な
る
。
今
、

長
期
入
院
患
者
が
危
機
に
直

面
し
て
い
る
。
国
の
政
策
と

し
て
、
病
院
に
長
く
置
か
ず
、

家
で
の
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
厳
し

く
な
っ
て
き
た
。
医
療
費
の

高
騰
が
原
因
で
あ
る
。 

　
国
、
県
と
も
民
間
へ
の
変

更
の
動
き
が
あ
る
な
か
、
市

は
民
間
の
医
療
施
設
な
ど
の

建
設
を
促
し
、
老
後
の
住
環

境
の
改
善
に
、
民
間
企
業
の

誘
致
や
斡
旋
を
す
る
考
え
は

な
い
か
。 

健
康
福
祉
部
長
　
17
年
の
国

勢
調
査
で
は
、
高
齢
者
の
比

率
は
全
国
で
人
口
が
１
億
２

千
７
７
６
万
人
の
う
ち
、
65

歳
以
上
の
高
齢
者
は
20
・
１

％
、
熊
本
県
で
は
約
１
８
４

万
人
の
う
ち
、
23
・
７
％
。

合
志
市
で
は
人
口
５
万
１
千

６
４
７
人
の
う
ち
、
18
・
５

％
で
９
千
５
７
６
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

　
医
療
制
度
な
ど
の
見
直
し

や
税
制
改
正
で
高
齢
者
へ
の

負
担
が
大
き
く
な
っ
て
い
る

こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
す
。

ま
た
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
特
定
の
事
業
所

に
対
し
、
市
が
積
極
的
に
有

料
老
人
ホ
ー
ム
の
設
置
を
誘

致
す
る
こ
と
は
考
え
て
お
り

ま
せ
ん
。 

村
上
　
目
を
覆
い
た
く
な
る

滞
納
額
、
今
ま
で
対
応
が
甘

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
負

担
能
力
が
あ
り
な
が
ら
支
払

わ
な
い
悪
質
な
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

法
的
な
措
置
も
含
め
て
対
応

す
べ
き
だ
。 

市
長
　
確
か
に
市
税
を
は
じ
め
、

市
営
住
宅
使
用
料
、
水
道
料

な
ど
各
種
の
利
用
料
に
多
く

の
滞
納
金
が
あ
り
ま
す
。
滞

納
家
庭
へ
の
訪
問
、
電
話
催

告
な
ど
繰
り
返
し
行
っ
て
お
り
、

ま
た
、
悪
質
な
滞
納
者
に
は

給
料
や
預
金
等
の
差
押
え
も

実
施
し
て
お
り
ま
す
。
今
後

も
よ
り
強
い
姿
勢
で
臨
み
、

収
納
率
の
向
上
に
努
め
ま
す
。 

    

村
上
　
電
鉄
は
、
公
的
支
援

の
結
論
が
出
な
け
れ
ば
20
年

３
月
に
は
廃
止
に
な
る
と
示

し
て
い
る
。
ま
た
、
赤
字
が

52
年
も
続
い
て
い
る
。
熊
本

市
電
と
の
結
節
に
総
事
業
費

と
本
市
の
公
的
支
援
額
は
だ

い
た
い
ど
れ
く
ら
い
の
額
が

必
要
か
。 

助
役
　
総
事
業
費
が
１
４
０

億
円
で
、
そ
の
う
ち
市
の
持

ち
出
し
が
15
億
円
程
度
と
試

算
し
て
い
ま
す
。 

市
長
　
現
在
ま
で
に
合
志
市

と
都
市
圏
の
公
共
交
通
網
の

整
備
と
充
実
を
図
る
取
り
組

み
と
し
て
、
熊
本
県
や
熊
本

市
と
調
査
・
検
討
を
行
っ
て

き
て
お
り
、
こ
の
３
月
に
は

検
討
結
果
を
整
理
し
、
今
後

の
対
応
を
公
表
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。 

   

村
上
　
地
方
の
自
主
、
自
律

性
の
拡
大
を
図
る
た
め
の
措

置
と
し
て
、
今
年
４
月
よ
り

収
入
役
を
廃
止
す
る
こ
と
が

18
年
６
月
７
日
公
布
、
法
律

第
53
号
で
決
定
し
て
い
る
。

　
県
内
48
市
町
村
の
う
ち
35

市
町
村
が
助
役
兼
収
入
役
と

し
て
設
置
し
て
い
る
。
芦
北
町
、

八
代
市
、
宇
城
市
、
熊
本
市
、

阿
蘇
市
等
は
３
月
末
で
任
期

を
残
し
て
退
任
又
は
辞
任
す

る
と
し
て
い
る
。
収
入
役
の

考
え
は
。 

　
ま
た
、
助
役
は
一
市
民
と

し
て
移
住
す
る
考
え
は
な
い
か
。 

収
入
役
　
市
長
の
推
薦
が
あ

っ
て
、
議
会
の
同
意
を
受
け

て
い
ま
す
。
関
係
者
と
相
談
し
、

進
退
は
自
ら
判
断
し
た
い
。 

助
役
　
移
住
に
つ
い
て
は
、

検
討
し
ま
す
。 

村上　浩一 議員 

江副　一男 議員 

江
副
　
①
今
後
、
健
全
財
政

を
貫
く
必
要
が
あ
る
。 

　
健
全
財
政
と
は
ど
う
い
う

こ
と
か
。 

市
長
　
地
方
自
治
体
に
こ
れ

か
ら
求
め
ら
れ
る
大
き
な
課

題
で
す
が
、
健
全
財
政
と
は
、

収
支
の
均
衡
が
取
れ
て
い
る

こ
と
。
家
計
と
同
じ
で
借
金

が
少
な
く
、
貯
金
が
多
い
状

態
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。 

    

江
副
　
17
年
度
決
算
と
か
、

18
年
度
予
算
な
ど
合
志
市
広

報
で
詳
細
に
発
表
さ
れ
て
お

り
、
い
い
こ
と
だ
と
思
う
が
、

財
政
運
営
に
つ
い
て
市
民
へ

市
長
自
ら
の
言
葉
で
説
明
さ

れ
る
こ
と
が
必
要
な
時
期
と

考
え
る
。 

・
予
算
を
立
て
た
方
針 

・
今
後
の
問
題
と
方
向 

・
財
源
と
予
算
案
と
の
資
金

の
関
連
（
一
般
会
計
、
特
別

会
計
、
繰
入
金
） 

な
ど
を
簡
潔
・
明
瞭
に
説
明

さ
れ
る
考
え
は
な
い
か
。 

市
長
　
財
政
状
況
に
つ
い
て
、

分
か
り
や
す
い
資
料
を
作
成

し
て
、
で
き
た
ら
市
民
座
談

会
を
開
催
し
て
、
情
報
を
公

開
し
、
市
の
内
情
を
良
く
分

か
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
努
め

た
い
。 

   

江
副
　
市
の
債
務
（
借
金
）

は
一
人
当
た
り
58
万
円
と
公

表
さ
れ
て
い
る
が
、
市
民
の

不
安
が
増
す
こ
と
に
な
る
。

財
政
の
健
全
性
を
保
つ
基
準

は
、
何
を
持
っ
て
判
断
さ
れ

ま
す
か
。
判
断
基
準
を
設
け

て
は
ど
う
か
。 

市
長
　
合
志
市
の
全
体
的
な

財
政
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
経
常
収
支
比
率
は
、

85
・
5
％
で
あ
り
、
県
下
の

市
の
中
で
は
一
番
低
い
ほ
う

で
あ
り
ま
す
が
、
本
来
80
％

が
適
正
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
公
債
費
比
率
も
現

在
13
・
9
％
で
あ
り
、
10
％

以
内
が
適
正
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
借
金
の
比
率
が
上
が

ら
な
い
よ
う
に
努
力
し
て
い

き
ま
す
。
 

市
民
に
わ
か
り
や
す
い 

　
　
　 

資
料
で
説
明
を 

健
全
性
の
判
定
は 

Ｌ
Ｒ
Ｔ
化
計
画
の
 

そ
の
後
は
 

特
別
職
に
つ
い
て
 

※
経
常
収
支
比
率
 

　
地
方
公
共
団
体
の
財
政
構
造

の
良
否
を
判
断
す
る
指
標
。
80

％
を
超
え
る
と
財
政
に
余
裕
が

な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
 

 ※
公
債
費
 

　
財
政
構
造
の
健
全
性
を
確
保

す
る
た
め
の
目
安
数
値
。
公
債

費
の
増
加
は
将
来
の
住
民
負
担

を
強
い
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
 

※
 

※
 


